
あなたも自治大学校で一緒に学んでみませんか？
総務省自治大学校 第１部課程第145期「卒業した先輩の声」

問合せ先 総務省 自治大学校 教務部 TEL：042-540-4502

自治体D（中核市） M．Kさん

普段はあまり意識していない憲法について、行政法などの講義により判例を踏まえて学習する
ことができた。これは幹部職員として習得すべき内容であると強く感じた。また、生成AIや
EBPM、統計など、普段の業務にも活用できる知識を得ることができた。若い方にも大変役に
立つと思うので、是非研修の受講を勧めたい。

自治体E（中核市） K．Uさん

普段の公務員生活でなかなか目にできないような先進地事例を"浴びるように"聞くことができ、
かなり自分の視野が広がったと思う。また、班研修やグループ演習、寮での生活など、特殊な
環境に身を置くことで仲間とのきずなが深まったと思う。

自治体C（指定都市） A．Tさん

法律の読み方が深まりました。これまでは前例に頼りがちになることもありましたが、法体系
の全体像を捉え、表面的な条文の文言にとどまらず、その背後にある立法趣旨や制度の目的を
照らして解釈するプロセスを学ぶことができました。

自治体B（都道府県） M．Nさん

約４か月間の研修を通じて、自分がいかに狭い範囲の当たり前の中にいたのか気づくことがで
きた。自身の土台がしっかりしていれば、地方公務員はずっと大きな枠の中で働けるという気
づきを希望として、今後の公務員生活の支えとしたい。

総務省自治大学校 第１部課程とは…

● 研修内容
地方公共団体の業務の基盤となる法制課目、政策形成能力を高めるための公共政策課目、

管理職としてのマネジメント能力養成等に資する行政経営課目など、様々な講義を通じて
実務的、実践的な知識を習得します。

● 対象
都道府県、指定都市、中核市の職員等

課程内容の詳細はこちらからご確認ください。 令和８年度研修計画

自治体F（一般市） M．Uさん

年齢も職種も異なる研修生との交流をとおして、自身の視野を広げることができました。自治
大学校で築いたネットワークは、今後の公務員生活においても必ず役立つと思います。

自治体A（都道府県） M．Sさん

講義や演習の内容が充実しているため、知識が増えるのはもちろんのこと、仲間を助け、仲間
に助けられながら受講することは、日々の業務では見えていなかった自分自身について気づけ
る大切なきっかけになります。自分自身にとっても自身の組織にとっても非常に有意義な研修
になりますので、ぜひ受講してみてください。

https://www.soumu.go.jp/main_content/001055138.pdf



